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１．はじめに 

ため池は，農業用水の確保だけでなく，生物の生息・生育場所の保全，住民の憩いの場の提供，また降雨

時の洪水調整や土砂流出防止などの多面的な機能を有している．しかし近年，ため池周辺の都市化や混住化

が進むにつれ事故の危険性も増加し，近年 10 年間（平成 18～27 年）だけでも 243 名（20 歳未満 23％，60

歳以上 54%／娯楽中・管理作業中の死亡 52%）が転落死亡するなどの水難事故が発生している 1)．ため池の

堤体上流法面は急な勾配となっており，その表面はコンクリートブロックマット工や布製型枠工などで法面

保護することとされている 2)．このようなコンクリート護岸の

水際表面はコケなどが付着してさらに滑りやすく，転落時に這

い上がり難い状態となっている．そのため，水難事故を減らす

ためにも，ため池内への転落時に脱出しやすい施設構造（ある

いは脱出補助施設）とすることが求められている． 

本報告は，ため池のコンクリート護岸に用いられている布製

型枠工において，脱出しやすい施設構造への改良検討，安全ロ

ープ固定部の強度確認および施工性を試験施工により確認した

結果を報告するものである． 

２．脱出しやすい布製型枠への改良 

脱出しやすい布製型枠は，写真-2に示すように安全ロープを

固定するための『布筒＋フレキシブル管（以下，「フレキシブル

管」という）』を縦断方向に 0.8～0.95m，横断方向に 2.8m 間隔

で取り付ける構造に改良した．これにより，布製型枠の施工性

を低下させることなく，フレキシブル管はモルタル打設硬化後

に十分固定され，簡単にロープの取り付けおよび維持交換がで

きる．また，使用しないフレキシブル管は，ゴミが入らないよ

うに蓋をしておくことで，状況に合わせて安全ロープの取り付

け間隔を変更することも可能になる． 

３．試験施工による確認 

（１）試験施工の概要 

試験施工は，写真-2 に示すように幅約 3.6m ，法長約 3.8m，

厚さ 50 ㎜の布製型枠を勾配＝1:2.5（約 22 度）の法面に施工し，

モルタル硬化後に安全ロープを取り付けた．安全ロープは，耐

久性や握った時に滑りにくいことからビニロン紡績糸とし，強

度および握りやすさを比較するため φ6 ㎜，12 ㎜の 2 種類を使

用した． 

（２）施工性 
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写真-1 布製型枠工によるため池の法面保護 

写真-2 布製型枠の改良（布筒+ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ管） 
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